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熱処理前 熱処理後。 41 1. 1 
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(3）プロジェクト成果
Si02を担持させた試料は、いずれも原料鉄粉から作製したペレットよりも高い電気抵抗率
を示し、低周波数域で鉄損低減の目安とされる 10μ Omをクリアした。また、熱処理後の試
料の電気抵抗率は減少し、 10μ Omを下回った。部分的に粒子関の絶縁性が不完全であった
ことが原因と考えられるが、詳しくは検討課題である。
(4）フ。ロジェクト成果の応用・効果・構想
バレノレスパッタリング法により鉄．粉に絶縁被膜を修飾することが可能であることを確認し
た。 Si02は機械的圧縮に弱いため、ベレット成形の際に破損し、絶縁不良を発生したと恩わ
れる。修飾原料を変えて同様の研究を継続することは大変有意義である。
(5）利用施設
極限環境先進材料評価システムにより、超イ云導複合材料や磁気熱材料の特性評価を行って
いる。作業は、週平均313＇年間 90日程度である。
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